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Chlorothalonil (tetrachloroisophthalonitrile) is a compound which has been widely used as germicide. 
A competitive enzyme-linked immunosorbent assay (ELISA) was developed for the detection of residual 
chlorothalonil in crops. Three monoclonal antibodies, mAbs 12E, 9A, and 11D were generated against 
bovine serum albumin-comjugated pentachlorophenol as a homologue of chlorothalonil. By using these 
mAbs, a direct competitive ELISA has been done. Detectable range of chlorothalonil in the ELISA was 1-3 
ng/ml for mAb 12E and 0.3-3 ng/ml for both mAbs 11D and 9A. MAb 9A reacted with chlorothalonil 3 times 
stronger than another structurally related germicide fthalide, while mAb 11D reacted with fthalide 5 times 
stronger than chlorothalonil. The proposed ELISA with mAb 9A would be useful for convenient monitor-
ing of residual chlorothalonil in crops.
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トレーサ ビリティー システム開発,導 入などが検討
され,食 の安全 ・安心に対する関心が高まってい る。
 現在,残 留農薬に対する分析は公定法に基づ く高
速液体 クロマ トグラフィー1-5),ガ スクロマ トグラ
フィー㌫9)な どの機器分析が主流であるが,こ れ ら
は高価 な機械 と高い維持費,熟 練技術者が必要で,
しか も前処理 に も時 間がかか る とい う欠点が あ
る10)。これに対 して抗原抗体反応を利用 した免疫化
学的測定法(ELISA法)は 迅速,簡 便かつ安価な方








るには個 々の農薬に対す る特異抗体を作製す ること
が必要であ り,そ のためには高度な技術 と多大な時
間を要す る。これらのことを背景に,近 年海外から
のキ ットの輸入 も,国 内での開発 も行われていな
かった。
 また,こ れまでの市販ELISAキ ットはポ リクロー
ナル抗体を用いた定量系が主流 であった。 しか し,
ポ リクローナル抗体は免疫抗原に対す る性質の異な
る様々な抗体の集団であ り,免 疫動物の個体差 によ
り,全 く同じ性質の抗体を得 ることは困難である。
一方,モ ノクローナル抗体は,単 一の細胞集団由来
の抗体であるため,抗 体産生細胞が生 きている限 り
半永久的に均質な抗体を得 られる利点がある15)。こ
の ようなモノクmナ ル抗体 の性質は,食 の安全 ・
安心 と言 った グローバルスタンダー ドの要求 される
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パント (Freund'scomplete adjuvant， Difco社製)と
のエマルション (1容:1容)を投与した。 2週間
後，上述抗原 50ほと不完全フロイントアジュパン
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地 (4x10-7Mアミノプテリン， 1.6x 10-5Mチミジン，






























































1 2 3 
細胞融合後 実施 well 104 384 384 
スクリーニング 陽性wel1 2 12 4 
1次クローニング後 実施well 。 1 3 
スクリーニング 陽性well 。 1 3 
2次クローニング後 実施wel1 0 1 3 
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た間接競合 ELISAでは， 50%活性阻害濃度は 12E:






















¥ .0 ，0 _，0 0・ 1・ φ:-' ¥00: 
クロロタロニJレ (ng/ml)
0.0 
¥ .0 ...0 ...0 O. 、・ 0・¥00:
クロロタロニJレ(ng/ml)
0.0 






















クロロタロニル 100 100 
フサライド 37.9 498 
テトラジホン <0.1 <0.1 
テクロフサラム <0.1 <0.1 







は12E:1.8ng/ml， 9A: 0.7ng/ml， llD: 0.8ng/mlとな
り，先に示した間接競合 ELISAよりも 12Eでは 10
倍， 9Aでは 100倍， llDでは50倍の高感度化が可
能となった。また，定量可能範囲(横軸太線)を検
討したところ， 12Eでは 1~ 3 ng/ml， 9A， llDでは
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